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こ
の
と
こ
ろ
、
国
際
会
議
に
行
く
機
会
が

多
く
、
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と

知
り
合
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
違

和
感
な
く
外
国
の
人
と
付
き
合
え
る
の
は

富
山
中
部
高
校
時
代
の
英
会
話
の
教
育
の

お
か
げ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ハ
グ
マ
ン
先
生
が
私
た
ち
の
英
会
話
の

ク
ラ
ス
担
当
を
さ
れ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
外

国
の
先
生
か
ら
直
接
に
英
会
話
を
学
ん
だ

の
が
大
き
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
富
山
に
滞
在
さ
れ
た
人
の

話
を
高
校
の
教
室
で
聞
い
た
り
、
高
校
の
先

生
方
の
話
に
大
い
に
触
発
さ
れ
て
、
の
ち
に

米
国
の
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
1
ド
ル
3
6
0
円
時
代
に

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
お
陰
で
留
学
さ
せ
て
頂

き
、
英
語
以
上
に
人
と
の
付
き
合
い
方
を
大

い
に
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
近
は
グ
ー

グ
ル
や
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
い
ろ
い

ろ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
人
と
付
き
合

え
ま
す
が
、
や
は
り
、
会
っ
て
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
食
事
を
し
な
が
ら
話
を
し
て
交

流
を
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
い
く
の
も
楽
し
い
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
や
は
り
、
親
友
を

は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
え
る
の
で
、
国

際
会
議
に
行
く
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
若

い
時
は
だ
れ
も
知
ら
な
い
会
議
に
い
く
の

で
、
英
語
の
言
語
の
問
題
も
あ
り
、一
生
懸

命
に
発
表
し
緊
張
を
し
て
い
た
の
で
、
楽
し

い
よ
り
も
、
何
と
か
発
表
を
乗
り
越
え
よ

う
と
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
発
表
の
段
階
か

ら
、
会
議
の
運
営
に
携
わ
る
よ
う
な
段
階
に

な
る
と
、
そ
の
こ
ろ
は
友
達
も
増
え
て
き

て
、
会
議
の
運
営
方
法
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
習
慣
や
文
化
の

違
い
も
あ
り
、
以
前
参
加
し
た
会
議
を
運

営
し
た
人
た
ち
の
苦
労
が
わ
か
り
人
間
的

に
成
長
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
、
経
験
を
積
ん

で
楽
し
め
る
段
階
に
来
る
ま
で
、
少
々
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。

　
若
い
時
に
初
め
て
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
会
議

（
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）
を
日
本
か
ら
起
こ
し
て
は
や

25
年
、
今
で
は
世
界
有
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
会
議

に
な
り
、
今
年
で
銀
婚
式
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
高
校
時
代
に
触
発

さ
れ
た
英
会
話
教
育
や
一
緒
に
学
ん
だ
同
級

生
の
激
励
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

お
陰
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
く
だ
　
と
し
お
　

１
９
４
８
年
富
山
県
生
。
71
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

機
械
工
学
科
卒
業
。
77
年
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
。
工
学
博
士
。
現
在
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
・
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
長
。
自
己
組
織
化
ロ
ボ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
ロ
・
ナ

ノ
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
な
ど
に
従
事
。IEEE R

egion 10
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、日
本
知
能
情
報
フ
ァ
ジ
ィ
学
会

会
長
（
２
０
０
３-

２
０
０
５
）。IE

E
E R
obotics 

and A
utom

ation Technical Field A
w
ard 

（
2
0
1
0
）、計
測
自
動
制
御
学
会
技
術
賞（
２
０
１
０
）、

日
本
機
械
学
会
技
術
賞（
２
０
１
１
）、日
本
機
械
学
会
論

文
賞（
２
０
１
１
）、 IRO

S
 H
arashim

a A
w
ard for 

Innovative Technologies

（
２
０
１
１
）な
ど
多

数
受
賞
。IE

E
E

フ
ェ
ロ
ー（
1
9
9
5
）、SIC

E

フ
ェ

ロ
ー
（
１
９
５
５
）、
日
本
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
（
２

０
０
２
）、
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
フ
ェ
ロ
ー
（
２
０
０

４
）、
日
本
Ｖ
Ｒ
学
会
フ
ェ
ロ
ー
（
２
０
１
１
）

福田　敏男
名古屋大学大学院工学研究科教授（中部19回卒）

神通中学校 富山中部高等学校同窓会

●特別寄稿　福田　敏男さん
●平成26年、新校舎・至誠ホールの完成とともに、
　富山中部高校が新たに生まれ変わります
●こんな人生歩いています̶中部32回卒業生
●追悼抄　三個友三郎君を偲んで
●箱根駅伝への道のり
●神通会総会・東京神通会総会
●神通会からのお知らせ

1
2～3

4～5
6
6
7
8

●会報をお読みになっての感想・意見をお寄せください。Eメールアドレス　info@jinzukai.com
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国際会議と
ヒューマンネットワーク

堀　　定雄（神中４回）
永瀬　清治（神中６回）
平井　信二（神中７回）
布村　幸英（神中10回）
石黒　新作（神中11回）
沖本　　寛（神中13回）
佐伯　義平（神中13回）
田中　政春（神中13回）
大塚　義章（神中15回）
酒井　信之（神中15回）
長沢　四郎（神中15回）
中田　昌夫（神中15回）
福山　治郎（神中15回）
藤澤　貞信（神中15回）
馬場　一雄（神中16回）
浜田　芳一（神中16回）
亀沢　　進（神中17回）

森崎　幹雄（神中17回）
吉川　　義（神中17回）
菊次　知雄（神中18回）
萩野壮都夫（神中19回）
吉田　政治（神中19回）
小木　三良（神中19回）
高森　長明（神中19回）
竹内　佑正（神中20回）
鈴木　清民（神中21回）
高山　　正（神中21回）
藤井　重光（神中21回）
万里小路弘文（神中21回）
宇津井敏夫（神中22回）
紙谷　隆治（神中22回）
荒川　文男（神中24回）
石田　清範（神中24回）
山崎　隆道（神中24回）

坂井　真一（神中25回）
吉村　　修（神中25回）
村井　　章（中部２回）
有沢　清隆（中部３回）
徳升　英敏（中部３回）
森田　和子（中部３回）
山森　利之（中部３回）
吉田　哲夫（中部３回）
宮森　孝哉（中部３回）
石原　　博（中部４回）
井上　　弘（中部４回）
岩瀬　邦雄（中部４回）
田村　　暁（中部４回）
山本　睦子（中部４回）
太田　久雄（中部５回）
道正　吉弘（中部５回）
村杉　幸子（中部５回）

坂本　英雄（中部５回）
関　　笑子（中部５回）
中平　哲也（中部６回）
松原　　実（中部６回）
女川クニ子（中部７回）
清水　信一（中部７回）
室林　弥吉（中部７回）
大橋　　朗（中部９回）
大村　洋子（中部９回）
中村　義明（中部９回）
土肥　　晃（中部９回）
中川　理子（中部10回）
高野　輝行（中部11回）
守田　佳吉（中部12回）
池田　　茂（中部14回）
奥井ユリ子（中部14回）
山崎　鉄夫（中部14回）

三個友三郎（中部15回）
野崎　康雄（中部15回）
三日市　晋（中部15回）
飯野真貴子（中部17回）
黒田　雅俊（中部17回）
富尾　迪代（中部17回）
石田　修二（中部18回）
作田　義秀（中部18回）
中村泰次郎（中部18回）
加藤　清樹（中部19回）
講神　睦彦（中部24回）
浜野　　博（中部24回）
谷　　俊行（中部27回）
千名　良実（中部29回）
吉田　隆雄（中部30回）

平成25年２月２日(土）１１時～、於；綿業会館（大阪）
講　演：「MRJを世界の空へ」戸田　信雄氏（中部16回卒）
申込み：同封の申込書か神通会事務局または下記へ
　　　　関西神通会　菊井　勗　TEL 06-6877-3570
          メール kikui-tsutomu@pop02.odn.ne.jp

哀悼の意を表します哀悼の意を表します （前号発刊以降にご連絡のありました方々を掲載させて頂いております）

中部高校だより

　本誌「追悼抄」でご覧のように幹事長の三個友三郎様が
ご逝去されました。卓越したご見識と大らかなお人柄で、約
５年に亘って神通会を取りまとめて頂きましたことに深い
感謝を申しあげ、ご冥福をお祈りいたします。
　新幹事長には、元チューリップテレビ社長の池森武宣
様（中部15回）が就任されました。また、相談役の中田昇
様（神中21回）が健康上の理由で退任されましたが、長年
に亘るご尽力には言い尽くせぬ感謝です。

神通会役員に関するお知らせ

①全員に寄附金振込用紙２種類および募金の振込み要領
　（紛失されたという方も多いため、再度同封させて頂きます）
②学年幹事からの「校舎改築募金」関連の該当学年への手紙
（時間的なずれなどによる失礼や寄附金額に差があります場合
は、ご寛容くださいますようお願い申し上げます）

③該当学年への「同期会開催のご案内」
④関西在住の方には「関西神通会開催のお知らせ」
＊このような学年単位のご連絡などには、年２回発行の会報
への同封をご利用ください。

平成25年8月8日（木）から4日間、於；富山県民会館
　中部高校美術部OBを中心に、全国の部員以外のプロやアマ
のOBも参加する絵画、彫刻、工芸、書、写真などの作品展です。
＊お問合せは山本清まで　TEL 076-437-6909

≪第6回オリーブ会展-2013≫・・・出品大歓迎

≪第４回関西神通会≫・・・ご参加をお待ちします

今回会報には以下を同封いたします

お知らせとご連絡

全国総合文化祭：母校3年の柴原さんが生徒実行委員長を務め、
多くの文化部が活躍し演劇部や放送部（個人）が優秀賞を受賞。
現校庭での最後の体育大会：伝統の各種競技の熱戦、古典とモダ
ンが競い合う応援合戦の後、最後はフォークダンスで幕を閉じた。



食 堂

　
残
暑
の
厳
し
か
っ
た
夏
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
、
そ
し

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
富
山

中
部
高
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
募
金
の
金
額
は
９
月
13
日
現
在
で
１
億
４
千
３
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
想
い
の
強

さ
と
、
財
務
委
員
会
一
同
た
い
へ
ん
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
在
校
し
て
い
た
頃
は
今
の
前
の
校
舎
で
、
至
誠
堂
と
い
う
２
階
席
の
あ
る
講
堂

が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ー
ン
と
静
ま
り
か
え
っ
た
講
堂
で
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
、
思
い
を

巡
ら
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
今
回
、
神
通
会
が
寄
贈
す
る
ホ
ー
ル
は
過
去
の
至
誠
堂
に
負
け
な
い
、
立
派
な
物
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
若
い
後
輩
た
ち
が
新
し
く
出
来
上
が
る
至
誠
ホ
ー
ル
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
巡
ら
し
将
来
に
向
け
て
夢
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
募
金
活
動
の
目
標
額
は
２
億
１
０
０
０
万
円
で
残
り
７
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
が
少
し
で
も
良
い
か
ら
、
富
山
中
部
高
校
の
後
輩
た

ち
の
た
め
に
想
い
を
も
っ
て
行
動
し
て
頂
く
こ
と
が
大
願
成
就
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
い
く
つ
か
の
学
年
を
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま
と
め
、
学
年
毎
に
数
名
の
幹
事
を
組
織
し
、

こ
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
中
に
は
失
礼
な
手
紙
や
電
話
が
行
く
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
後
輩
た
ち
の
た
め
と
思
っ
て
お
許
し
い
た
だ
き
、
募
金
に
参
加

し
て
頂
く
よ
う
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
着
工
さ
れ
る
来
年
１
月
に
は
富
山
県
へ
２
億
円
寄
附
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
時
間
が
あ
る
、
も
う
少
し
後
で
と
お
考
え
の
同
窓
生
の
皆
様
に
も
、
な
る
べ
く
早
め

に
ご
寄
附
頂
く
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
振
り
込
み
用
紙
を
無
く

さ
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
再
度
会
報
に
同
封
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
気
候
の
変
動
が
激
し
い
毎
日
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留

意
さ
れ
、元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
平
成
24
年
９
月

　
財
務
委
員
長
　
町
野
利
道
（
中
部
１７
回
卒
）

同
窓
生
の
皆
様
へ

平
成
26
年
、新
校
舎
・
至
誠
ホ
ー
ル
の
完
成
と
と
も
に
、

富
山
中
部
高
校
が
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
位
置
に
改
築
さ
れ
る
新
校
舎
は
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
る
階
層
外
観
が
印
象
的
で
、ゆ
と
り
の
あ
る
中
庭
を
擁
し
た
デ
ザ
イ
ン
。

「
け
や
き
通
り
」か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
右
手
に
見
て
生
徒
は
校
舎
を
中
庭

に
抜
け
て
校
内
に
入
り
ま
す
。

　「
至
誠
ホ
ー
ル
」の
３
５
０
席
は
、一
部
収
納
式
の
階
段
席
で
構
成
さ
れ
、

両
サ
イ
ド
の
壁
は
利
用
目
的
に
応
じ
て
90
度
に
開
閉
し
、採
光
・
遮
光
が
で

き
ま
す
。

　「
カ
フ
ェ
テ
リ
ア（
食
堂
）」は
中
庭
を
望
む
明
る
い
空
間
で
、軽
飲
食
の

で
き
る
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

新校舎

※

同
封
の
「
募
金
の
振
込
み
要
領
」
を
ご
参
照
お
願
い
し
ま
す
。

至　誠
ホール

記念ホールイメージ図記念ホールイメージ図

カフェテリア（食堂）イメージ図カフェテリア（食堂）イメージ図

新校舎イメージ図

カフェテリア（食堂）
［1F］ 至誠ホール

［3・4F］

生徒玄関

正面玄関

テニス
コート

新グラウンド

芝園小・中
グラウンド

第二
体育館

第一
体育館

図書館

新校舎

ブロック 目標額 金額（円） 達成率 寄附者率
神中1回～20回 0 765,000 9%
神中21回 500,000 350,000 70% 9%
神中22回 500,000 740,000 148% 22%
神中24回 500,000 670,000 134% 11%
神中25回 500,000 140,000 28% 7%
中部2回 1,000,000 335,000 34% 8%
中部3回 1,000,000 2,030,000 203% 6%
中部4回 2,000,000 2,470,000 124% 6%
中部5回 2,000,000 5,977,000 299% 26%
中部6回 2,000,000 1,585,000 79% 7%
中部7回 2,000,000 2,425,000 121% 17%
中部8回 3,000,000 883,333 29% 11%
中部9回 3,000,000 2,610,000 87% 16%
中部10回 3,000,000 2,680,000 89% 17%
第１ブロック 22,500,000 23,660,333 105% 11%
中部11回 8,000,000 2,980,000 37% 9%
中部12回 8,000,000 1,563,000 20% 12%
中部13回 8,000,000 6,367,000 80% 17%
中部14回 8,000,000 4,565,000 57% 28%
中部15回 8,000,000 24,220,000 303% 26%
中部16回 8,000,000 9,000,000 113% 23%
中部17回 8,000,000 10,110,000 126% 10%
第２ブロック 56,000,000 58,805,000 105% 18%
中部18回 9,000,000 9,550,000 106% 24%
中部19回 9,000,000 3,333,000 37% 11%
中部20回 9,000,000 4,905,000 55% 12%
中部21回 9,000,000 620,000 7% 7%
中部22回 9,000,000 2,020,000 22% 10%
中部23回 9,000,000 1,315,000 15% 7%
中部24回 9,000,000 1,660,000 18% 10%
第3ブロック 63,000,000 23,403,000 37% 13%
中部25回 7,000,000 3,950,000 56% 34%
中部26回 7,000,000 2,215,000 32% 9%
中部27回 7,000,000 4,970,000 71% 19%
中部28回 7,000,000 2,857,000 41% 11%
中部29回 7,000,000 2,130,000 30% 12%
中部30回 7,000,000 5,944,000 85% 22%
中部31回 7,000,000 1,806,234 26% 18%
第４ブロック 49,000,000 23,872,234 49% 18%

ブロック 目標額 金額（円） 達成率 寄附者率
中部32回 2,000,000 330,000 17% 7%
中部33回 2,000,000 740,000 37% 7%
中部34回 2,000,000 196,000 10% 4%
中部35回 2,000,000 285,000 14% 6%
中部36回 2,000,000 230,000 12% 5%
中部37回 2,000,000 200,000 10% 4%
中部38回 2,000,000 373,000 19% 7%
第5ブロック 14,000,000 2,354,000 17% 6%
中部39回 1,500,000 255,000 17% 5%
中部40回 1,500,000 165,000 11% 4%
中部41回 1,500,000 443,000 30% 3%
中部42回 1,500,000 80,000 5% 1%
中部43回 1,500,000 690,000 46% 47%
中部44回 1,500,000 70,000 5% 1%
中部45回 1,500,000 150,000 10% 1%
第6ブロック 10,500,000 1,853,000 18% 10%
中部46回 1,000,000 200,000 20% 2%
中部47回 1,000,000 340,000 34% 1%
中部48回 1,000,000 60,000 6% 1%
中部49回 1,000,000 45,000 5% 1%
中部50回 1,000,000 23,000 2% 1%
中部51回 1,000,000 52,000 5% 2%
中部52回 1,000,000 380,000 38% 3%
中部53回

1,200,000

108,000

154%

3%
中部54回 80,000 2%
中部55回 140,000 3%
中部56回 140,000 3%
中部57回 130,000 3%
中部58回 60,000 1%
中部59回 140,000 3%
中部60回 100,000 2%
中部61回 100,000 2%
中部62回 200,000 3%
中部63回 220,000 5%
中部64回 430,000 8%
第7ブロック 8,200,000 2,948,000 36% 3%
ＰＴＡ・教職員・不明 5,777,126
個人・企業 520,000

※寄附者率（％）＝寄附者数÷会報送付人数（寄附者無しの学年はカウントせず）

（2012年９月13日現在）

◆寄附状況

総額　143,192,693円　全体寄附者率（会員のみ）9%



　
大
学
で
は
、バ
レ
ー
を
続
け

る
傍
ら
演
劇
に
も
手
を
出
し

た
影
響
か
、
外
国
語
専
攻
な

が
ら
何
故
か
広
告
代
理
店
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
海

外
要
員
か
と
思
い
き
や
、
入
社
以
来
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

人
生
で
し
た
が
、
昨
今
の
逃
げ
よ
う
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル

化
で
漸
く
ア
ジ
ア
、
中
国
へ
と
足
を
延
ば
し
始
め
て
い
ま

す
。（
も
っ
と
語
学
や
っ
て
お
く
ん
だ
っ
た
…
）

　
今
思
え
ば
就
職
時
に
は
一
つ
の
生
き
方
に
固
ま
り
た

く
な
い
と
い
う
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
強
か
っ
た
か
も
。（
結

果
と
し
て
で
す
が
）
仕
事
が
ら
色
々
異
な
っ
た
業
種
の

得
意
先
の
方
々
と
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
た
り
す
る
中
で
、
幾
つ
も
の
得
難
い
会
社
人

生
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
共
に
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
中
身
が
一
気
に
変
わ
っ
た
自
動

車
や
ま
さ
に
苦
闘
中
の
家
電
等
強
烈
な
体
験
で
し
た
）

高
校
の
時
ぼ
ん
や
り
と
永
遠
に
成
長
し
続
け
る
と
想
像

し
て
い
た
社
会
が
、い
つ
の
間
に
か
本
当
の
意
味
で
成

熟
性
や
、
折
り
合
っ
て
い
く
意
識
が
必
要
な
段
階
に
き

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
今
だ
か
ら
言
う
が
、
現
役

時
代
は
中
部
が
大
嫌
い
だ
っ

た
。山
奥
の
、各
学
年
１
ク
ラ

ス
ず
つ
し
か
な
い
小
さ
な
中
学

出
身
の
私
に
と
っ
て
、中
部
は

都
会
的
で
全
て
が
慌
た
だ
し
く
て
、と
て
も
な
じ
め
な
い

学
校
だ
っ
た
の
だ
。特
に
２
年
時
は
一
日
中
誰
と
も
口
を

き
か
ず
、時
々
無
断
で
学
校
を
休
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
私
が
２
年
前
か
ら
中
部
の
教
壇
に
立
っ
て
い

る
。誇
ら
し
い
な
が
ら
も
、ど
こ
か
後
ろ
め
た
い
気
が
す

る
。で
は
今
は
中
部
が
好
き
な
の
か
？
　
答
え
は
「
微

妙
…
…
」で
あ
る
。現
役
時
代
の
ト
ラ
ウ
マ
か
、持
っ
て

生
ま
れ
た
性
分
か
、今
だ
に
中
部
に
抵
抗
は
あ
る
。た
だ

し
中
部
の
生
徒
は
好
き
だ
。
純
粋
で
何
事
に
も
真
剣
で

ど
ん
な
困
難
に
も
ひ
る
ま
ず
立
ち
向
か
う
。
彼
ら
の
た

め
に
な
ら
、残
り
少
な
い
教
員
生
活
を
本
気
で
が
ん
ば

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
部
活
は
野
球
部
と
山
岳
部
。一
年
の
ほ
と
ん
ど
を
外
で

活
動
し
て
い
る
。教
室
内
よ
り
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
山
の
方

が
生
き
生
き
で
き
る
気
が
し
て
い
る
。

　
大
学
卒
業
後
、
神
戸
の
企

業
に
就
職
、
30
歳
で
渡
米
、

駐
在
員
と
し
て
約
７
年
間
米

国
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
３８
歳
で
独
立
起
業
し
大

阪
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ー
チ
と
し
て
仕
事
を
始
め
ま
し

た
。
　
　

　
現
在
は
、コ
ー
チ
業
も
続
け
つ
つ
、
産
廃
の
再
利
用

仲
介
と
消
臭
や
省
エ
ネ
機
器
を
販
売
す
る
富
山
の
会
社

の
代
表
も
務
め
て
お
り
、
こ
の
８
年
間
は
大
阪
と
富
山

を
行
き
来
す
る
日
々
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
前
記
の
会
社
業
務
に
て
月
に
数
回
は
富
山
へ
出
向
い

て
い
ま
す
が
、
富
山
に
お
け
る
人
的
つ
な
が
り
が
更
に

広
が
り
深
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
３
年
前
に
創
設

さ
れ
た
関
西
神
通
会
に
幹
事
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
も
ら

い
、
富
山
で
の
神
通
会
へ
も
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
に
は
素
晴
ら
し
い
出
会
い
の
機
会
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
に
は
懐
古
趣
味
は
な
く
、
今
後

は
、
こ
の
国
の
未
来
、
若
者
の
未
来
の
た
め
に
社
会
課

題
を
解
決
す
べ
く
、
必
要
な
事
業
を
自
ら
起
こ
し
た

り
、
社
会
起
業
す
る
志
高
き
若
者
の
支
援
を
自
分
の
人

生
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
15
年
前
の
あ
る
朝
、
急
に

思
い
つ
い
て
始
め
た
フ
ラ
メ
ン

コ
。
な
か
な
か
や
め
ら
れ
ず
、

今
も
続
け
て
い
る
。
何
故
始

め
た
の
か
、
何
故
続
け
て
い

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
や
め
る
キ
ッ
カ
ケ
が
な
か
っ

た
だ
け
な
の
か
。
何
か
理
由
が
あ
っ
て
、
続
け
る
よ
う

に
神
様
が
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。フ
ラ
メ
ン
コ
は
、
年

齢
や
経
験
、
ス
タ
イ
ル
は
関
係
な
く
誰
で
も
出
来
る

し
、
そ
の
人
の
人
生
が
出
る
。
孫
は
、
立
っ
て
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
た
ん
、
1
歳
2
ヶ
月
で
私
の
靴
を
履
い

て
鏡
の
前
で
タ
カ
タ
カ
踊
っ
て
い
た
。

　
今
年
の
同
窓
会
は
幹
事
年
な
の
で
、フ
ラ
メ
ン
コ
を

や
っ
て
欲
し
い
と
幹
事
長
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
軽
い
ノ

リ
で
引
き
受
け
た
。
そ
う
だ
、
み
ん
な
で
踊
ろ
う
。
50

歳
の
男
子
と
女
子
が
初
め
て
挑
戦
し
て
く
れ
た
。
仕
事

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
夜
遅
く
ま
で
何
度
も
踊
っ
た
。
お

陰
様
で
同
窓
会
は
、
盛
り
上
が
っ
た
。

　
わ
か
っ
た
、コ
レ
だ
。
神
様
は
、こ
の
日
の
た
め
に
、
私

に
フ
ラ
メ
ン
コ
を
さ
せ
て
い
た
の
だ
。
そ
う
思
う
と
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
少
し
は
お
役
に
立
て
た
か
な
。

　
「
公
認
会
計
士
と
い
う
自

由
業
の
専
門
的
職
業
が
あ
る

ら
し
い
。
自
由
業
と
い
う
位

だ
か
ら
好
き
な
時
に
仕
事
を

し
て
、
好
き
な
時
に
遊
べ
る

ん
だ
ろ
う
」
な
ど
と
、
今
考
え
る
と
、
恥
ず
か
し
く
な

る
よ
う
な
子
供
じ
み
た
発
想
で
会
計
の
世
界
に
入
り
ま

し
た
。
資
格
取
得
後
、
東
京
の
監
査
法
人
を
経
て
、
平

成
元
年
、
２７
歳
の
時
に
富
山
に
戻
り
会
計
事
務
所
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
開
業
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
３
６
５
日

仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
特
に
３０
代
、
４０

代
は
仕
事
漬
け
の
毎
日
だ
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。
ま
さ
に
「
不
自
由
業
」
で
す
。

　
「
自
由
業
で
の
ん
び
り
と
」
と
か
「
地
元
で
穏
や
か

に
」
な
ど
と
言
っ
た
、
浅
は
か
な
思
惑
と
は
真
逆
の
人

生
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
何
と
も
皮
肉
で
す
。

　
と
は
言
い
な
が
ら
、
長
年
こ
の
様
な
生
活
を
し
て
い

る
と
、
そ
の
中
に
も
楽
し
み
や
や
り
が
い
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
る
様
に
な
る
も
の
で
す
。
５０
代
に
入
り
ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
は
免
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
「
不
自
由
」
を
よ
り

楽
し
み
な
が
ら
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
ま
あ
神
通
会
に

初
め
て
出
て
思
っ
た
こ
と

は
、
物
覚
え
の
良
い
は
ず
の

自
分
が
結
構
中
部
の
こ
と
は

忘
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

だ
。
30
数
年
ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生
に
確
認
し
な
け
れ

ば
、
映
画
を
作
っ
て
学
校
中
騒
が
せ
た
こ
と
も
、
誰
と

ど
こ
に
遊
び
に
行
っ
た
か
も
定
か
で
な
い
。
こ
れ
も
本

道
の
勉
強
が
お
ろ
そ
か
だ
っ
た
た
め
で
、
先
生
方
に
誠

に
申
し
訳
な
い
。

　
そ
の
後
の
人
生
で
は
企
業
人
で
あ
り
な
が
ら
大
学

で
授
業
や
ゼ
ミ
を
持
ち
、
研
究
も
一
応
や
っ
て
い
る
と

い
う
文
系
の
日
本
人
で
は
珍
し
い
食
い
散
ら
か
し
の
よ

う
な
状
態
を
続
け
て
い
る
。
今
回
確
認
で
き
た
の
は
そ

の
「
人
と
違
う
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
邪
心
の
源
流

が
忘
却
の
中
部
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
を
正

道
に
戻
そ
う
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
も
い
ら
し
た

よ
う
な
気
が
す
る
が
こ
ち
ら
も
申
し
訳
な
い
。
で
も
、

中
部
と
仲
間
、
先
生
方
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
は
や
っ
ぱ

り
得
難
い
財
産
な
ん
だ
、
と
感
じ
た
い
い
神
通
会
だ
っ

た
な
あ
。

　
現
在
、
仏
・
独
・
伊
・

西
・
英
の
五
ヶ
国
語
を
教
え

て
い
る
、
と
言
う
と
驚
か
れ

る
。
海
外
留
学
経
験
ゼ
ロ
・

帰
国
子
女
で
も
な
い
、
と
な

る
と
そ
の
驚
き
は
倍
加
。
そ
う
な
っ
た
経
緯
を
聞
か

れ
る
。
発
端
は
３０
代
目
前
に
ス
イ
ス
で
開
発
さ
れ
た

学
習
法
（
名
称
：
サ
プ
ル
）
に
出
会
っ
た
こ
と
。
上
記

の
５
言
語
の
教
材
が
あ
る
。
偶
然
立
ち
寄
っ
た
、
あ

る
団
体
の
講
座
紹
介
企
画
で
英
語
で
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
、
「
こ
れ
だ
！
」
と
直
感
し
た
。

　
２
年
ほ
ど
は
生
徒
と
し
て
通
学
。
そ
の
後
、
ス

イ
ス
本
部
で
研
修
を
受
け
、
講
座
運
営
の
許
可
を

得
た
。
ほ
ど
な
く
、
ベ
ル
ギ
ー
赴
任
の
た
め
仏
語

を
学
習
し
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
仏
語
を
開
講
。
こ
の
学
習
シ
ス

テ
ム
が
い
か
に
効
率
的
か
を
、
自
分
自
身
で
も
証

明
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
約
１
年
で

仏
語
が
軌
道
に
の
っ
て
、
ラ
テ
ン
系
言
語
の
特
徴

が
つ
か
め
た
と
こ
ろ
で
西
語
・
伊
語
を
開
講
。
さ

ら
に
１
年
を
か
け
て
独
語
開
講
に
こ
ぎ
つ
け
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私

に
出
会
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
気
が
つ
け
ば
50
歳
を
過
ぎ

て
い
ま
し
た
。
人
間
50
年
、

信
長
の
時
代
だ
っ
た
ら
人
生

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
て
き
た

の
か
と
振
り
返
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
学
を
卒
業
し

て
普
通
に
就
職
し
、
普
通
に
結
婚
し
、
子
供
が
で

き
、
普
通
に
子
育
て
し
、
仕
事
に
行
き
、
同
じ
よ
う

な
毎
日
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
楽
し
か
っ
た
日
、
悲
し
か
っ
た
日
、
辛
か

っ
た
日
、
苦
し
か
っ
た
日
、
嬉
し
か
っ
た
日
、
そ
ん
な

日
々
の
積
み
重
ね
で
こ
こ
ま
で
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
こ
れ
と
い
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
出
来
事
も
な
く
、

平
々
凡
々
と
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で

よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
今
の
世
の
中
、
普
通
に
生
活
で
き
る
こ
と
こ

そ
が
幸
せ
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
で
も
せ
っ
か
く
な

ら
ば
何
も
考
え
ず
に
毎
日
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
般
庶
民
と
し
て
普
通
の
生
活
を

送
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
そ
の
日
、
そ
の
日
を
。

　
幼
児
か
ら
続
け
て
き
た
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
で
何
と
か
大
学
進

学
を
し
て
、
そ
の
後
富
山
に

帰
っ
て
す
ぐ
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
来
年
第
２５
回
の
発
表
会
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
レ
ス
ナ
ー
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
、
県
内
外
の
プ
ロ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
へ
の
出
演
や
室
内
楽
を
演
奏
し
、

ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
や
指
導
を
し
て
き

ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
経
験
を
積
む
う
ち
に
、
自
分
の
や

り
た
い
音
楽
が
で
き
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
が
し
た
く

な
り
、２
０
０
５
年
に
富
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
を
設
立
し
て
音
楽
監
督
と
し
て
毎
年
１２
月
に
今
年

で
第
７
回
と
な
る
定
期
演
奏
会
を
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
頃
は
「
と
に
か
く
練
習
あ
り
き
」
で
た
だ
ひ
た

す
ら
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
れ
が
今
後
も
続

け
て
い
く
う
え
で
の
大
き
な
自
信
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
音
楽
に
最
終
形
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
親
の
後
を
継
い
で
富
山
駅

近
く
で
不
動
産
会
社
を
営
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
業
界
に
入
っ

て
は
や
２０
年
余
り
。
高
校
時

代
は
、
理
系
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と

い
う
言
葉
に
あ
こ
が
れ
、
土
木
工
学
科
に
進
学
、
卒
業

後
は
、
県
外
に
就
職
す
る
予
定
で
し
た
が
、
当
時
富
山

へ
帰
っ
て
こ
い
と
の
親
の
言
葉
に
、
富
山
駅
前
開
発
に

か
か
わ
り
た
く
地
元
で
就
職
。
５
年
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

人
生
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
は
家
業
を
継
ぎ
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。
親
元
で
仕
事
を
し
た
お
か
げ
で
、

仕
事
以
外
に
、
地
域
社
会
に
生
き
る
余
地
が
で
き
た
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
各
種
団
体
に
入
っ
て
活
動
し
て
お

り
、
今
は
、
富
山
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長

と
い
う
大
役
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
生
き
方
は
、

高
校
生
時
代
に
は
見
え
な
か
っ
た
姿
で
あ
り
、
価
値
観

で
す
。
不
器
用
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
富
山
と
い
う
経
済
界
で
生
き
て
い
く
に
は
、

仕
事
以
外
の
社
会
活
動
も
必
要
な
の
だ
と
自
分
で
納
得

し
な
が
ら
、
今
を
生
き
て
い
ま
す
。

い
く
つ
も
の
ス
ト
ー
リ
ー岡

田

　功

登
校
拒
否
児
、
母
校
に
帰
る

金
川

　千
尋

偶
然
が
方
向
を
示
し
て
く
れ
る

西
村

　恵
美
子

普
通
の
生
活松

島

　貴
子
（
旧
姓
・
清
水
）

音
楽
と
と
も
に

満
岡

　繁
典

仕
事
と
社
会
活
動

毛
利

　一
朗

次
世
代
に
貢
献
し
て
い
こ
う

高
島

　淳

今
の
私
に
出
来
る
こ
と
。

中
島

　ま
ゆ
み

不
自
由
な
自
由
業

中
村

　厚

忘
却
の
中
部
と
そ
の
後
の
人
生

西
村

　陽

中
部
32
回
卒
の
同
窓
生
10
名
に
、
ご
登
場
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
年
の
神
通
会
の
総
会
・
懇
親
会
の
幹
事
役
を
務
め
ま
し
た
。

【
１
月
】 

三
菱
銀
行
猟
銃
人
質
事
件 

【
５
月
】 ﹇
英
﹈マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
、

　
　
　 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
の
女
性
首
相
に
な
る

【
６
月
】 

東
京
サ
ミ
ッ
ト

【
７
月
】 

東
名
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
事
故

【
12
月
】 

政
界
に
広
が
っ
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
事
件
発
覚

地
方
の
時
代
、
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
・
ゲ
ー
ム
、

天
中
殺
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
省
エ
ネ
、
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
、「
ウ
サ
ギ
小
屋
」「
エ
ガ
ワ
る
」

「
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
」

お
も
い
で
酒
（
小
林
幸
子
）、
Y
O
U
N
G 

M
A
N
（
西
城
秀
樹
）、
い
と
し
の
エ
リ
ー

（
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）

西
部
警
察
、３
年
Ｂ
組
金
八
先
生

ク
レ
ー
マ
ー
・
ク
レ
ー
マ
ー
、
地
獄
の
黙

示
録

昭
和
54
年
・
１
９
７
９
年
　
あ
の
頃
の
出
来
事

こ
ん
な
人
生

　歩
い
て
い
ま
す

　　　　

流
行
語

ヒ
ッ
ト
曲

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

映

　画
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平
成
24
年
度
神
通
会
総
会
と
懇
親
会
が
８

月
４
日
、
富
山
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総
会
で
は
前
年
度
な
ら
び
に
今
年
度
の
事

業
計
画
・
会
計
決
算
・
予
算
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。永
年
勤
続
職
員
へ
の
感
謝

状
・
記
念
品
贈
呈
の
後
、新
校
舎
建
築
の
進
捗

状
況
と
4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
募
金
事
業

の
現
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、３
階
大
ホ
ー
ル
で
幹
事
学
年
で

あ
る
中
部
32
回
卒
業
生
の
仕
切
り
の
下
、懇
親

会
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
ず
、
物
故
会

員
を
偲
び
、満
岡
繁
典
氏（
中
部
32
回
卒
）に
よ

る
バ
イ
オ
リ
ン
の
校
歌
演
奏
の
な
か
黙
祷
。源

八
郎
会
長（
中
部
15
回
卒
）、加
藤
一
郎
校
長
の

挨
拶
に
続
き
、本
年
5
月
に
急
逝
さ
れ
た
故
三

個
友
三
郎
前
幹
事
長（
中
部
15
回
卒
）の
後
任

と
し
て
池
森
武
宣
氏
（
中
部
15
回
卒
）よ
り
新

任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。引
き
続
き
来
賓
紹

介
が
あ
り
、来
賓
を
代
表
し
て
石
井
隆
一
知
事

（
中
部
16
回
卒
）が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

坂
東
眞
理
子
東
京
神
通
会
副
会
長
（
中
部
17

回
卒
）
の
発
声
で
乾
杯
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
幹
事
学
年
の
中
島
ま
ゆ
み
さ
ん
率
い
る

フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踏
楽
団
が
華
麗
な
歌
と
踊
り

を
披
露
し
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。午
後
８
時

を
迎
え
、
校
歌
の
大
合
唱
に
続
き
、
前
田
昭
治

相
談
役
（
神
中
21
回
卒
）の
万
歳
三
唱
で
懇
親

会
の
幕
を
閉
じ
、

折
か
ら
「
富
山
ま

つ
り
」
で
熱
気
も

最
高
潮
の
街
へ
同

窓
の
輪
は
移
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
東
京
神
通
会
総
会
が
７
月

４
日
、
第
一
ホ
テ
ル
東
京
に
て
午
後
６
時
30

分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。登
録
出
席
者
数

２
９
４
名
と
昨
年
の
総
会
を
上
回
る
盛
況
。

　
総
会
は
打
林
國
雄
幹
事
長
の
進
行
で
内

山
昭
夫
会
計
幹
事
に
よ
る
会
計
報
告
が
承

認
さ
れ
た
後
、
昨
年
新
任
さ
れ
た
谷
内
正
太

郎
東
京
神
通
会
会
長
が
年
々
盛
況
に
な
る

同
会
の
絆
を
さ
ら
に
強
力
な
も
の
に
す
る

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
来
賓
よ

り
中
部
高
校
加
藤
一
郎
校
長
が
県
下
高
校

界
を
牽
引
す
る
母
校
の
近
況
を
報
告
さ
れ
、

石
井
隆
一
富
山
県
知
事
か
ら
は
県
勢
の
堅

調
な
状
況
に
加
え
、
校
舎
改
築
に
か
か
る
同

窓
と
し
て
の
想
い
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。神
通
会
源
会
長
の
音
頭
で
杯
が

揚
げ
ら
れ
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

30
余
り
の
テ
ー
ブ
ル
が
会
場
を
埋
め
尽
く

し
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
料
理
は
会
場
脇

の
ホ
ワ
イ
エ
に
並
べ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
。各
テ
ー
ブ
ル
に
は
鱒
の
す
し
を
は
じ

め
蒲
鉾
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
沖
漬
け
と
故
郷

の
味
覚
が
並
べ
ら
れ
、
出
席
者
か
ら
は〝
こ

れ
だ
け
で
出
席
の
価
値
あ
り
！
〞
と
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
神
中
O
B
も
２
名
の

出
席
が
あ
り
、
中
部
40
回
代
ま
で
は
各
期

５
〜
12
、13
名

を
数
え
、お
そ

ら
く
富
山
で

の
総
会
よ
り

も
顔
の
揃
っ

た
年
代
も
多

か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。最

も
若
い
回
で

は
中
部
59
回
卒
（
推
定
年
齢
23
歳
）
で
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宴
た
け
な
わ
、四
神
の
応
援
団
旗
が
掲
げ
ら

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
同
窓
の
も
う
一
つ
の
絆
で
あ

る
赤
・
黒
・
白
・
青
の
操
を
３
年
間
守
っ
た
仲

間
が
参
集
し
団
歌
の
斉
唱
、そ
し
て
富
山
中
部

高
校
校
歌
の
大
合
唱
と
な
り
、東
京
神
通
会
の

坂
東
眞
理
子
副
会
長
が
品
格
さ
て
お
き
気
合

の
入
っ
た
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
も
あ
れ
、
本
校
同
窓
の
関
東
在
住
会
員

は
多
く
、
ま
た
団
塊
世
代
の
リ
セ
ッ
ト
期
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
本
年
以
上
の
盛
況
が
続

く
こ
と
は
間
違
い
な
く
、恒
例
と
な
っ
て
い
る

第
一
ホ
テ
ル
の
会
場
も
拡
張
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
所
は
新
橋
の
繁
華
街
、各
回
の
輩
が
あ
る
い

は
合
流
し
て
、
語
り
尽
く
せ
ぬ
誼
は
二
次
会
・

三
次
会
へ
と
持
ち
越
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
神
通
会
総
会
・
懇
親
会

2012.10
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挨拶をする源会長

加藤一郎校長

　
今
年
５
月
20
日
の

北
陸
銀
行
の
同
期
入

行
の
会
に
、
彼
は
懇

親
会
と
翌
日
の
ゴ
ル

フ
に
も
参
加
す
る
と

の
返
信
を
く
れ
な
が
ら
、
来
て
く
れ
な
か
っ
た
。

約
束
事
を
違
え
る
こ
と
の
無
か
っ
た
彼
な
の
に
。

会
は
一
分
間
の
黙
祷
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。

　
67
歳
は
早
す
ぎ
る
だ
ろ
う
「
三
ち
ゃ
ん
」。
三

個
友
三
郎
君
の
こ
と
を
我
々
は
親
し
み
を
込
め

て｢

三
ち
ゃ
ん｣

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
彼
と
は
同
級
生
で
す
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
し

て
活
躍
し
た
文
武
両
道
の
彼
は
部
活
に
打
ち
込
み

な
が
ら
も
悠
々
と
慶
応
大
学
に
進
み
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
に
お
互
い
に
銀
行
へ
入
行
し
て
か

ら
は
銀
行
や
関
連
会
社
な
ど
を
含
め
40
数
年
の

付
き
合
い
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
彼
は
東

京
支
店
を
皮
切
り
に
持
ち
前
の
人
柄
と
能
力
で

活
躍
し
、
同
期
ト
ッ
プ
で
支
店
長
と
な
り
、
支

店
長
、部
長
を
歴
任
後
、常
任
監
査
役
に
就
任
し
、

更
に
関
連
会
社
の
社
長
も
務
め
、
同
期
の
者
た

ち
を
常
に
リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
も
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で

あ
か
ぬ
け
も
せ
ず
、
語
学
力
が
卓
越
し
て
い
る
と

の
評
判
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ

と
を
超
越
し
て
い
る
の
が「
三
ち
ゃ
ん
」な
の
で
す
。

と
に
か
く
大
き
な
常
識
人
で
あ
り
、ま
さ
し
く
「
人

柄
の
三
個
」
と
し
て
皆
に
親
し
ま
れ
、
お
客
様
に

も
信
頼
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
時
折
、
監
査
役
室
な
ど
を
訪
ね
、
そ
の

大
き
な
包
容
力
に
甘
え
、
ず
い
ぶ
ん
と
ス
ト
レ

ス
を
発
散
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
は
常
に

安
心
感
の
あ
る
聞
き
役
で
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
銀
行
の
同
期
会
も
彼
が
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
高
校
の
世
話
役
と
し
て
も
尽
力
さ
れ

て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
数
年
前
、
わ
が

中
部
高
校
の
野
球
部
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
選
抜

の
特
別
枠
で
甲
子
園
に
行
く
か
も
し
れ
な
い
と

一
部
う
わ
さ
さ
れ
た
時
に
は
真
剣
に
応
援
の
資

金
集
め
を
考
え
て
い
た
姿
が
彷
彿
と
し
ま
す
。

　
彼
は
若
く
し
て
胃
を
切
り
、
３
年
ほ
ど
前
に

は
、
再
び
大
手
術
を
さ
れ
ま
し
た
。
見
舞
い
の
折

に
は
大
き
な
手
術
痕
を
見
せ
な
が
ら
、
医
術
は

進
ん
で
い
る
と
心
配
を
よ
そ
に
快
活
に
語
っ
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
最
後
の
職
場
の
富
山
県
い
き
い
き
物
産
は
隔

日
勤
務
で
あ
り
、
畑
作
り
を
始
め
ら
れ
る
と
張

り
切
っ
て
い
た
の
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
苗
を
10
本

進
呈
。
２
年
間
は
と
っ
て
は
ダ
メ
と
言
っ
た
ら
、

守
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

確
か
４
年
目
と
な
り
大
い
に
収
穫
で
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、「
三
ち
ゃ
ん
」
ど
う
だ
ろ
う
。

い
き
い
き
物
産
の
仕
事
に
も
感
謝
し
喜
ん
で
い

た
だ
け
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
家
族
を
愛
し
、
友
を
愛
し
、
仕
事
を
愛
し
、

酒
を
愛
し
、
そ
れ
以
上
に
皆
か
ら
愛
さ
れ
慕
わ

れ
た｢

三
ち
ゃ
ん｣

、
そ
し
て
、
感
謝
と
尊
敬
の
念

を
込
め
て
「
三
個
友
三
郎
さ
ん
あ
り
が
と
う
」。合

掌

　
箱
根
駅
伝
が
正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
か
ら

ど
れ
く
ら
い
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
賛
否
両
論
は

あ
る
が
、
箱
根
駅
伝
を
走
る
こ
と
は
学
生
長
距

離
界
の
中
で
は
夢
で
も
あ
り
目
標
と
し
て
見
ら

れ
て
い
る
。
自
分
も
箱
根
駅
伝
を
１
回
で
も
走

り
た
い
、
と
の
思
い
を
持
っ
て
早
稲
田
大
学
競
走

部
の
門
を
叩
い
た
。

　
入
学
当
初
は
下
級
生
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

長
距
離
（
10
キ
ロ
以
上
）
を
ほ
と
ん
ど
走
っ
た
こ

と
が
な
く
、
チ
ー
ム
の
中
で
も
持
ち
タ
イ
ム
は
下

位
の
方
だ
っ
た
。
入
学
後
の
練
習
で
力
は
つ
い
た

が
、
１
年
生
の
時
は
箱
根
駅
伝
を
走
る
こ
と
は

お
ろ
か
、
メ
ン
バ
ー
に
入
る
こ
と
す
ら
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
猛
練
習
を
行
っ

た
結
果
、
翌
年
の
２
年
生
か
ら
３
年
間
連
続
で

箱
根
駅
伝
を
走
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
生
の
時

に
は
区
間
賞
も
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
箱
根
駅
伝
は
１
人
で
走
る
能
力
が
な
い
と
走

れ
な
い
」
が
当
時
コ
ー
チ
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

こ
と
だ
っ
た
。
競
る
こ
と
も
あ
る
が
、
１
人
で
走

る
こ
と
の
方
が
基
本
的
に
多
い
の
が
箱
根
駅
伝
。

そ
の
た
め
在
学
中
は
自
分
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
、
１
人
で
走
る
練
習
を
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
た
が
、
自
分
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
の
練
習
方
法

に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
こ
の
練
習
方
法
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
た
背
景
は
、
高
校
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

陸
上
部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク

の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
自
分
た
ち
（
生
徒
た
ち
）
で

考
え
て
つ
く
っ
て
い
た
。
こ
の
時
に
自
分
で
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
組
み
立
て
て
取
り
組
む
こ

と
が
身
に
つ
い
て
い
た
の
だ
。
こ
れ
は
自
主
的
に

行
っ
た
こ
と
と
言
う
よ
り
、
部
活
の
伝
統
と
し

て
当
時
は
受
け
継
が
れ
て
い
た
方
式
だ
っ
た
。

　
勉
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
部
活
に
も
自
主

的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
高
校
時
代
に
体
験
し
た

こ
と
が
、
大
学
で
の
目
標
達
成
（
成
功
）
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
。自
分
の
体
験
は
ほ
ん
の
一
例
と
は
い
え
、

高
校
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
が
将
来
の
役
に
立
つ

実
例
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
口
で
言
う
の
は
簡
単
か
も
し
れ
な
い
が
、『
今
』

自
分
が
過
ご
し
て
い
る
人
生
は
「
将
来
」
に
何
か

の
形
で
役
立
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
今
や
っ
て

い
る
こ
と
・
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
見
つ

め
直
し
、
そ
し
て
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た
高
校

生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
、
と
在
学

生
に
願
う
。

会 員 　 通 信

杉
林

　繁
（
中
部
15
回
卒
）

三
個
友
三
郎
君
を
偲
ん
で

森村　哲
せ

（中部 51回卒）

（
広
報
委
員
会
　

記
）

（
広
報
委
員
会
　

記
）
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こ
の
と
こ
ろ
、
国
際
会
議
に
行
く
機
会
が

多
く
、
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と

知
り
合
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
違

和
感
な
く
外
国
の
人
と
付
き
合
え
る
の
は

富
山
中
部
高
校
時
代
の
英
会
話
の
教
育
の

お
か
げ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ハ
グ
マ
ン
先
生
が
私
た
ち
の
英
会
話
の

ク
ラ
ス
担
当
を
さ
れ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
外

国
の
先
生
か
ら
直
接
に
英
会
話
を
学
ん
だ

の
が
大
き
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
富
山
に
滞
在
さ
れ
た
人
の

話
を
高
校
の
教
室
で
聞
い
た
り
、
高
校
の
先

生
方
の
話
に
大
い
に
触
発
さ
れ
て
、
の
ち
に

米
国
の
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
1
ド
ル
3
6
0
円
時
代
に

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
お
陰
で
留
学
さ
せ
て
頂

き
、
英
語
以
上
に
人
と
の
付
き
合
い
方
を
大

い
に
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
近
は
グ
ー

グ
ル
や
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
い
ろ
い

ろ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
人
と
付
き
合

え
ま
す
が
、
や
は
り
、
会
っ
て
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
食
事
を
し
な
が
ら
話
を
し
て
交

流
を
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
い
く
の
も
楽
し
い
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
や
は
り
、
親
友
を

は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
え
る
の
で
、
国

際
会
議
に
行
く
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
若

い
時
は
だ
れ
も
知
ら
な
い
会
議
に
い
く
の

で
、
英
語
の
言
語
の
問
題
も
あ
り
、一
生
懸

命
に
発
表
し
緊
張
を
し
て
い
た
の
で
、
楽
し

い
よ
り
も
、
何
と
か
発
表
を
乗
り
越
え
よ

う
と
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
発
表
の
段
階
か

ら
、
会
議
の
運
営
に
携
わ
る
よ
う
な
段
階
に

な
る
と
、
そ
の
こ
ろ
は
友
達
も
増
え
て
き

て
、
会
議
の
運
営
方
法
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
習
慣
や
文
化
の

違
い
も
あ
り
、
以
前
参
加
し
た
会
議
を
運

営
し
た
人
た
ち
の
苦
労
が
わ
か
り
人
間
的

に
成
長
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
、
経
験
を
積
ん

で
楽
し
め
る
段
階
に
来
る
ま
で
、
少
々
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。

　
若
い
時
に
初
め
て
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
会
議

（
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）
を
日
本
か
ら
起
こ
し
て
は
や

25
年
、
今
で
は
世
界
有
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
会
議

に
な
り
、
今
年
で
銀
婚
式
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
高
校
時
代
に
触
発

さ
れ
た
英
会
話
教
育
や
一
緒
に
学
ん
だ
同
級

生
の
激
励
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

お
陰
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
く
だ
　
と
し
お
　

１
９
４
８
年
富
山
県
生
。
71
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

機
械
工
学
科
卒
業
。
77
年
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
。
工
学
博
士
。
現
在
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
・
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
長
。
自
己
組
織
化
ロ
ボ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
ロ
・
ナ

ノ
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
な
ど
に
従
事
。IEEE R

egion 10
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会
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、日
本
知
能
情
報
フ
ァ
ジ
ィ
学
会

会
長
（
２
０
０
３-

２
０
０
５
）。IE

E
E R
obotics 

and A
utom

ation Technical Field A
w
ard 

（
2
0
1
0
）、計
測
自
動
制
御
学
会
技
術
賞（
２
０
１
０
）、

日
本
機
械
学
会
技
術
賞（
２
０
１
１
）、日
本
機
械
学
会
論

文
賞（
２
０
１
１
）、 IRO

S
 H
arashim

a A
w
ard for 

Innovative Technologies

（
２
０
１
１
）な
ど
多

数
受
賞
。IE

E
E

フ
ェ
ロ
ー（
1
9
9
5
）、SIC

E

フ
ェ

ロ
ー
（
１
９
５
５
）、
日
本
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
（
２

０
０
２
）、
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
フ
ェ
ロ
ー
（
２
０
０

４
）、
日
本
Ｖ
Ｒ
学
会
フ
ェ
ロ
ー
（
２
０
１
１
）

福田　敏男
名古屋大学大学院工学研究科教授（中部19回卒）

神通中学校 富山中部高等学校同窓会

●特別寄稿　福田　敏男さん
●平成26年、新校舎・至誠ホールの完成とともに、
　富山中部高校が新たに生まれ変わります
●こんな人生歩いています̶中部32回卒業生
●追悼抄　三個友三郎君を偲んで
●箱根駅伝への道のり
●神通会総会・東京神通会総会
●神通会からのお知らせ

1
2～3

4～5
6
6
7
8

●会報をお読みになっての感想・意見をお寄せください。Eメールアドレス　info@jinzukai.com

44

国際会議と
ヒューマンネットワーク

堀　　定雄（神中４回）
永瀬　清治（神中６回）
平井　信二（神中７回）
布村　幸英（神中10回）
石黒　新作（神中11回）
沖本　　寛（神中13回）
佐伯　義平（神中13回）
田中　政春（神中13回）
大塚　義章（神中15回）
酒井　信之（神中15回）
長沢　四郎（神中15回）
中田　昌夫（神中15回）
福山　治郎（神中15回）
藤澤　貞信（神中15回）
馬場　一雄（神中16回）
浜田　芳一（神中16回）
亀沢　　進（神中17回）

森崎　幹雄（神中17回）
吉川　　義（神中17回）
菊次　知雄（神中18回）
萩野壮都夫（神中19回）
吉田　政治（神中19回）
小木　三良（神中19回）
高森　長明（神中19回）
竹内　佑正（神中20回）
鈴木　清民（神中21回）
高山　　正（神中21回）
藤井　重光（神中21回）
万里小路弘文（神中21回）
宇津井敏夫（神中22回）
紙谷　隆治（神中22回）
荒川　文男（神中24回）
石田　清範（神中24回）
山崎　隆道（神中24回）

坂井　真一（神中25回）
吉村　　修（神中25回）
村井　　章（中部２回）
有沢　清隆（中部３回）
徳升　英敏（中部３回）
森田　和子（中部３回）
山森　利之（中部３回）
吉田　哲夫（中部３回）
宮森　孝哉（中部３回）
石原　　博（中部４回）
井上　　弘（中部４回）
岩瀬　邦雄（中部４回）
田村　　暁（中部４回）
山本　睦子（中部４回）
太田　久雄（中部５回）
道正　吉弘（中部５回）
村杉　幸子（中部５回）

坂本　英雄（中部５回）
関　　笑子（中部５回）
中平　哲也（中部６回）
松原　　実（中部６回）
女川クニ子（中部７回）
清水　信一（中部７回）
室林　弥吉（中部７回）
大橋　　朗（中部９回）
大村　洋子（中部９回）
中村　義明（中部９回）
土肥　　晃（中部９回）
中川　理子（中部10回）
高野　輝行（中部11回）
守田　佳吉（中部12回）
池田　　茂（中部14回）
奥井ユリ子（中部14回）
山崎　鉄夫（中部14回）

三個友三郎（中部15回）
野崎　康雄（中部15回）
三日市　晋（中部15回）
飯野真貴子（中部17回）
黒田　雅俊（中部17回）
富尾　迪代（中部17回）
石田　修二（中部18回）
作田　義秀（中部18回）
中村泰次郎（中部18回）
加藤　清樹（中部19回）
講神　睦彦（中部24回）
浜野　　博（中部24回）
谷　　俊行（中部27回）
千名　良実（中部29回）
吉田　隆雄（中部30回）

平成25年２月２日(土）１１時～、於；綿業会館（大阪）
講　演：「MRJを世界の空へ」戸田　信雄氏（中部16回卒）
申込み：同封の申込書か神通会事務局または下記へ
　　　　関西神通会　菊井　勗　TEL 06-6877-3570
          メール kikui-tsutomu@pop02.odn.ne.jp

哀悼の意を表します哀悼の意を表します （前号発刊以降にご連絡のありました方々を掲載させて頂いております）

中部高校だより

　本誌「追悼抄」でご覧のように幹事長の三個友三郎様が
ご逝去されました。卓越したご見識と大らかなお人柄で、約
５年に亘って神通会を取りまとめて頂きましたことに深い
感謝を申しあげ、ご冥福をお祈りいたします。
　新幹事長には、元チューリップテレビ社長の池森武宣
様（中部15回）が就任されました。また、相談役の中田昇
様（神中21回）が健康上の理由で退任されましたが、長年
に亘るご尽力には言い尽くせぬ感謝です。

神通会役員に関するお知らせ

①全員に寄附金振込用紙２種類および募金の振込み要領
　（紛失されたという方も多いため、再度同封させて頂きます）
②学年幹事からの「校舎改築募金」関連の該当学年への手紙
（時間的なずれなどによる失礼や寄附金額に差があります場合
は、ご寛容くださいますようお願い申し上げます）

③該当学年への「同期会開催のご案内」
④関西在住の方には「関西神通会開催のお知らせ」
＊このような学年単位のご連絡などには、年２回発行の会報
への同封をご利用ください。

平成25年8月8日（木）から4日間、於；富山県民会館
　中部高校美術部OBを中心に、全国の部員以外のプロやアマ
のOBも参加する絵画、彫刻、工芸、書、写真などの作品展です。
＊お問合せは山本清まで　TEL 076-437-6909

≪第6回オリーブ会展-2013≫・・・出品大歓迎

≪第４回関西神通会≫・・・ご参加をお待ちします

今回会報には以下を同封いたします

お知らせとご連絡

全国総合文化祭：母校3年の柴原さんが生徒実行委員長を務め、
多くの文化部が活躍し演劇部や放送部（個人）が優秀賞を受賞。
現校庭での最後の体育大会：伝統の各種競技の熱戦、古典とモダ
ンが競い合う応援合戦の後、最後はフォークダンスで幕を閉じた。

収支項目 23年度予算 23年度決算 24年度予算
総 会 収 入 2,000,000 2,360,000 2,300,000
会 費 収 入 12,000,000 9,719,460 2,500,000
雑 収 入 80,000 94,043 100,000
収 入 合 計 14,080,000 12,173,503 4,900,000

総 会 費 2,400,000 2,509,710 2,400,000
会報費／作成・送付費 4,300,000 2,756,040 4,300,000
広 報 活 動 費 250,000 315,917 250,000
人 件 費 1,200,000 1,268,500 1,100,000
通 信 費 200,000 184,613 190,000
リ ー ス 費 25,000 17,021 17,000
事 務 費 100,000 94,432 90,000
会 議 費 400,000 281,000 400,000
雑 費（ 慶 弔 費 ） 200,000 145,894 180,000
雑 費（ そ の 他 ） 200,000 149,534 180,000
関西支部活動支援金 100,000 100,000 （支援終了）0
設 備 充 実 費 845,000 700,045 200,000
校舎改築関連経費 1,200,000 168,551 1,000,000
支 出 合 計 11,420,000 8,691,257 10,307,000
収 支 差 額 2,660,000 3,482,246 -5,407,000
次年度繰越収支差額 24,687,589 25,509,835 20,102,835

資　　産 期首残高 期末残高 増　　減
手 元 現 金 73,023 446,689 373,666
芝園郵便局普通預金 7,760,677 1,212,419 -6,548,258
ゆう貯振替 ( 会費 ） 18,000 8,432,460 8,414,460
ゆう貯振替 ( 名簿 ） 7,880 15,260 7,380
北 銀 丸 の 内 普 通 3,476,944 4,708,160 1,231,216
北銀丸の内定期① 5,043,384 5,045,806 2,422
北銀丸の内定期② 5,647,681 5,649,041 1,360
合 計 22,027,589 25,509,835 3,482,246

平成23年度 収支決算および平成24年度予算

平成23年度資産状況


